




















cM = (1 + gM
2)cH (1)
により，15Kから 37Kの温度範囲における c軸格子定数の異常を説明でき，また
cS = (1 + g
′∆2)cM (2)
により超伝導転移温度 15K以下における格子定数の異常を説明できる．cM と cSはそれぞれ磁気秩序と超伝導秩序が生じている相における格子定数であり，cH は磁気相転移が生じていない高温相の低温における仮想的な格子定数である．ここ















































図 2: Sr4V2Fe2As2O6−δ の c軸方向の熱膨張係数の温度依存性．
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